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利活用物件の発生は
増加基調

リソース

新たな担い手を想定した
移住・事業機会は大

担い手

まちづくり・地域ｺﾐｭﾆﾃｨ醸成
は住まい方の新たな価値創造

成長性

【背景１】（空き家推移の予測と事業可能性）
■基礎データ①　空き家発生数予測

1993 1998 2003 2008 2013 2018 2023 2028 2033 2038
空き家数 7,350 9,350 12,620 12,020 14,720 16,565 18,362 20,158 21,955 23,751
総住宅数 87,880 94,170 104,270 115,750 123,790 132,569 141,642 150,715 159,788 168,861
空き家率 8.4% 9.9% 12.1% 10.4% 11.9% 12.5% 13.0% 13.4% 13.7% 14.1%

■基礎データ②　一軒家指数・および破損率
一軒家率 9.4%
破損発生率 62.6%
※一軒家率、破損率については土地・家屋統計での調布市の実績値より数値を活用。

■予測データ①　調布市における一軒家タイプの空き家発生件数予測
2008 2013 2018 2023 2028 2033 2038

空き家数 12,020 14,720 16,565 18,362 20,158 21,955 23,751
　一軒家 1,135 1,390 1,564 1,734 1,904 2,073 2,243
　　破損なし 425 520 585 649 712 776 839
　　破損あり 710 870 979 1,085 1,192 1,297 1,404
総住宅数 115,750 123,790 132,569 141,642 150,715 159,788 168,861

 平成25年「住宅土地家屋統計調査」によれば，今後の調布市における空き家発生件数は，これまでの平均的な
増加数の加算のみで20年後の2038年には空き家数23,751件、空き家率14.1%となる。

 うち空き家流通モデル構築事業において対象となる「破損のない一軒家」の数は，2018年の585件から839件
に増加する。 ※「株式会社船井総合研究所」試算。



家を継げない実態
（障害者、介護者等）

困難な課題をつなぐ視点から
「予防」を着想

対象拡大による抑制策

空き家576件
→予備軍３万件相当へ

サンプル調査実施
（市内1000件）
予備軍相当への
アンケート調査

「建物と人」両面の
サンプリング調査実施
事例紹介・啓発・相談
３つの総合的な提案が
最大の訴求効果に！

市内対象の発掘
参加型システム構築
多世代交流型

高機能SNS活用連携

「住まい」の
ライフサイクルに着目
提案モデル構築
潜在ニーズ

60歳以上の所有者
例：実家どうする？

令和２(2020)年度平成31(2019)年度
令和元年度

平成30(2018)年度平成29(2017)年度

多種多様な契機創出
身近な相談体制と
魅力的な提案提供の
官民連携モデル構築

建物の築年数に着目
人（年齢）×建物（築年数）

建物要素を追加 空き家に至るキッカケ SNSとリアルな相談連携

【背景２】 調布市の「空き家予備軍」<定義の変遷>



様々な「知りたい」を身近に！
（FAQ・相談・情報収集・通報連絡先）

空き家予備軍（住まいの継承者）
の潜在する意向と課題の可視化

目標

戦略

学び
潜在化する課題診断

１．プロジェクト全体の目的

「相談」をより身近に
様々なＱ＆A

【啓発・動線づくり】 【相談】

【活用の広がり】

【「空き家専用アプリ」の活用構想】
～調布市「スマイのミライ」プロジェクト～



ゲートウェイ（玄関）機能を実装し意向分析を重ねる
将来の住まい・空き家相談・利活用に対する啓発と情報提供

「知りたい」と「解決」を「見える化」する役割

機能

２．「空き家専用アプリ」が目指す役割

使いたい

知りたい

相談

SOS
（こんなときどうする？）

所有者と活用者をつなげる。

基礎知識，特性，世代に応じた課題など

起業，活用，トラブル，法律，税制など

様々なトラブル時の緊急連絡先

利活用推進と事例，課題整理の蓄積

情報ニーズの把握
ライフサイクルのベストタイミング調査

相談ニーズの把握と分析
課題解決事例の蓄積

傾向把握，相談事例の蓄積と分析

【主なカテゴリー】 【対象】 【目標】



空き家予備軍

高齢
空き家
所有者

LINE連携（高機能SNS)

地域の相談窓口
ワンストップ総合相談
（多様な相談窓口整備）

窓口
案内

紹介
連携

福祉部門連携
社会福祉協議会
包括支援センター

シルバー人材センター

多様なキーマン

情報発信・相談案内（所有者及び関係者）
一般的な相談（匿名性）※30代～50代ターゲット

３．アプローチターゲット（予備軍のキーマン～継承者～）

「３つのアングル（角度・視点・観点）」
オンラインとリアル相談体制（ワンストップ相談窓口）のクロスメディアによるアプローチ



多様なレベル感での試験的プロジェクト紹介
セミナー，ワークショップ，プロジェクトのアーカイブと参加誘因

「学び」をから各テーマへの関心を誘発目標

取組

４．啓発と機運醸成に向けた取組

参加

イベント

動画紹介

各プロジェクト紹介と参加啓発

セミナー，イベント参加者と参加啓発

過去の実施事業の紹介など

紹介と参加誘因

セミナー等啓発事業の利用促進

意識の啓発と取組紹介のアーカイブ

【テーマ】 【セグメント】 【目標】



「住民参加によるアイデアとTechの融合」

参加・連携型の持続可能モデル構築共有する価値

コンセプト

Code for JAPAN
（調布・府中・稲城）

Civic techの力

５．プロジェクト推進における連携

空き家連携事業者
SDGs連携事業者
・三井住友信託銀行

・京王電鉄
・ミサワホーム等

エリアリノベーション事業
SDGs連携事業者
・市内モデル地域連携
・市内学校との事業連携
・大学との研究事業

・ＮＰＯ法人ちょうふこどもネット
・ｿｰｼｬﾙﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｉｓｓｕｅ+ｄｅｓｉｇｎ

【アイデアと技術の集約】 【事業におけるシナジー】【広報】

空き家をリソースにしたまちづくり
（調布市空き家×ＬＩＮＥ）

【連携】



９月 １０月 11月～12月 1月～3月

連携の模索 誘因と参加 イメージ共有 完成

普及啓発 登録の推進 提案の融合 価値の共有

空き家問題の共有

プロジェクトの周知

関わり方の提案
（イベント・セミナー等）

アカウント
構想策定

今後の発展

テーマ

傾注場面

狙い

パイロット版
リリース

事業

SDGs
連携事業

（中高一貫校）

ハッカソン
アイデアソン
新機能の展開

公表イベント
来期への構想

「空き家ナビ」参加型構築プロジェクトの構想スケジュール

主な
連携団体

ＬＩＮＥ，ソーシャルデータバンク
NPO法人，信託銀行，市内私立学校など
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 調布市（市長：長友 貴樹）は，ＬＩＮＥ株式会社（本社：東京都新宿区，代表取締役社

長：出澤 剛），ソーシャルデータバンク株式会社（本社：東京都港区，代表取締役：伊

藤 俊輝）と連携し，調布市における空き家予備軍（将来空き家になる可能性が高いと想

定される関係者）の関心喚起と住民意識の啓発を目的に，ＬＩＮＥ公式アカウント「調布

市空き家ナビ（スマイのミライ教えてナビ！）」（以下：空き家ナビ）の運用を参加型構

築プロジェクト（以下：本プロジェクト）としてスタートします。 

 １０月初旬に，ＬＩＮＥ公式アカウント「空き家ナビ（パイロット版）」をリリース。

１０月１１日（日）に開催する調布市空き家エリアリノベーション事業「スタートアップ

記念トークイベント（オンライン）」において，特別告知としてＬＩＮＥ公式アカウント

「空き家ナビ」の機能，使い方，今年度予定するイベントと共に，利便性を高めるアイデ

アの機能進化へのプロセスを紹介します。ＬＩＮＥ公式アカウント「空き家ナビ」は，多

岐にわたる課題に対し，安全安心でより身近な相談窓口への玄関（ゲートウェイ）を目的

にした「相談」メニューと，情報収集，事例紹介，地域コミュニティの交流，利活用の提

案等を目的にした「学び」メニューの２つを軸に構成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調布市における「空き家化の予防」を目指し 

ＬＩＮＥ公式アカウント「スマイのミライ教えてナビ！」の運用開始。 

≪「スマイのミライ教えてナビ！」トップ画面イメージ≫ 

 

空き家の未然抑制・相談推進を図ります 



この２つの機能は，年間を通じて進化していきます。子供から大人までの多世代参加型

イベントの実施を通じ，身近で愛着のある情報ツールの協働構築を目指します。 

 

 

●空き家問題の背景 

 

 空き家問題は，全国的な社会問題として認知されるようになりました。首都圏において

も，今後空き家問題は深刻化してくることが想定されています。近年の少子高齢化，単身

高齢者の増加等に伴い，空き家の増加が社会問題化。調布市内にも約 12,690 戸（※）の空

き家が存在しています。2028 年度には 20,000 戸を超える予測もあります。 

 

 

 

                               （※総務省統計局 住宅・土地統計調査）   

 

 今後，ますます大きな社会問題として認識される「空き家問題」について，「空き家の

未然抑制」「相談推進体制の整備」を図ることは，全国自治体の喫緊の課題と捉えられま

す。 

 

●社会課題への取組 

調布市は，「空き家予防」の観点から新たなプラットフォームを構築し，将来迫りくる

社会問題解決への提議を試みます。 

新たなプラットフォームの構築は，持続可能な社会（SDGs）の考え方に立ち，地域コミ

ュニティ，まちづくりの視点，新たな価値観の創出など，将来と現在の幸福が多世代で両

立できるまちづくりの実現を目指すものです。 

今回リリースするＬＩＮＥ公式アカウント「空き家ナビ」の機能進化は，イベント（ワ

ークショップ，アイデアソン，ハッカソンなど）実施をはじめ，市内中高一貫校との連携

事業，協働・参加型で作り上げるプロセスを通じ，将来における住まいの様々な課題解消

を目指し，空き家に関する利活用の啓発，未然抑制を図ります。 



なお，本事業は，令和２年度東京都「先駆的空き家対策東京モデル支援事業（チャレン

ジ型）」において「ＳＮＳを活用した空き家予備軍の可視化プロジェクト」として採択さ

れました。 

 

 

 

１．「調布市における空き家ナビの参加型構築プロジェクト」について 

（１）目 的  

 調布市は，ＬＩＮＥ株式会社，ソーシャルデータバンク株式会社と連携し，「空き

家の未然抑制」・「相談推進」を図る新たなプラットフォームの構築を目指します。

市民参加による機能改善を加えることで，利便性を高め，空き家問題への関心喚起を

促すことを目的に実施します。 

（２）内 容 

①ＬＩＮＥ公式アカウント「空き家ナビ」のプラットフォーム，技術的供与及び運営

支援等の連携 

②コンテンツの開発，実装，オンライン相談会，啓発イベント等の実施 

③登録情報を活用した意向分析等の研究及びＬＩＮＥ公式アカウント「空き家ナビ」

の機能改善及び反映 

（３）実 施 期 間 

２０２０年 9 月１５日（火）～２０２１年３月３１日（水） 

 

２．今後の取り組み方針 

（１）２０２０年度 

【イベント】 

・空き家エリアリノベーション「スタートアップ記念トークイベント」（10 月） 

・オープンチャットを活用したオンライン対談等企画事業（10 月） 

・アイデアソンイベント「空き家ッカソン」の開催(11月) 

≪ＬＩＮＥ公式アカウント「空き家ナビ」の参加型構築プロジェクト≫ 



・ＬＩＮＥ公式アカウント「空き家ナビ」のキャラクター「スマイ家の日常」のマン

ガ配信開始(12 月) 

・知識ゼロから親子で参加できる「ハッカソン」の開催（1月） 

【相談体制】 

 ・（仮称）空き家ワンストップ相談窓口スタート（11 月下旬）※市内専門家等連携 

【他事業連携】 

 ・空き家エリアリノベーション事業（各実施イベント） 

 ・まちの「つながり」プロジェクト（各実施イベント） 

 ・対話型ＳＤＧｓイベント（市内ＮＰＯ法人との連携） 

【教育機関連携】 

 私立大学２校の事業協力 

 市内私立中高一貫校との SDGs 取組連携 

【その他】 

・ＬＩＮＥ公式アカウント「空き家ナビ」の普及啓発，活用推進及び機能更新に向

けたアンケート調査・研究 

・ＬＩＮＥ公式アカウント「空き家ナビ」の機能更新及び開発・利便性向上 

（２）２０２１年度以降 

・ＬＩＮＥ公式アカウント「空き家ナビ」の調布市内への本格導入 

・多方面に向けた意見や参画の呼びかけ 

・他市区町村地区への同モデルの展開，事業の広域化 

（３）報道発表 

 令和２年８月３１日東京都「住宅政策本部」発表 

 「令和２年度先駆的空き家対策東京モデル推進支援事業」の採択事業を決定 

 

３．お問い合わせ先 

調布市 都市整備部住宅課空き家施策担当 TEL.042-481-7817 

（平日 9：00～17：00） 

 

 

以 上 

 

  










